
グループホームふる里の風運営推進会議議事録 

H30.11.15 

■参加者 

三橋様(町内会長) 

佐々様（民生委員） 

地域包括支援センター 坂井様 

村野 秀治(ふる里の風グループ統括責任者) 

四津川 泰司(グループホーム「ふる里の風」管理者) 

伊井 幸美(グループホーム「ふる里の風」ケアマネージャー) 

 

■日時・場所 

11 月 15 日(金)13：00～ グループホーム「ふる里の風」 

 

■報告内容 

1.現在入居されている方の年齢、性別、介護度 

2.10～11 月活動報告 

3.感染症対策 

4.新庄地区 認知症家族介護教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■意見・発言等 

 意見・発言 グループホームからの打

診・回答 

三橋様 介護教室に関しては、いい取り組みだと思うが

認知症の方の介護をされている家族様の参加ま

では大変 

 

 

 

 

防災に関しては、火事の際は以前町内会で協力

するという話だったが、水害などの際は大丈夫

なのか 

四津川「認知症介護教室や

オレンジカフェに関して

は、グループホームとして

も協力していきたい。」「ま

ずは回数を行い、間口を広

げる事が大事」 

 

四津川「会社として防災マ

ニュアルを制定させていた

だいた」「不足している部分

は多いが、今後も課題に取

り組んでいきたい」「その際

は協力を仰ぐこともあるか

と思いますが、宜しくお願

い致します。」 

佐々様 民生委員としても、家族様に認知症の教室など

の案内を配ろうと思うが、中々配れない 

※認知症というレッテルを貼る感じがする。 

四津川「認知症カフェの間

口を広げて、少しでも相談

しやすい環境を作りたい。」 

 



坂井様 認知症家族介護教室 25日あるので、家族様で

参加できる方をお願いします。 

四津川「また家族様には打

診してみます。」 

 

■総括 

認知症家族介護教室やオレンジカフェ等「介護されている方の相談の間口」を広げていく

必要性を大きく感じた。 

グループホームとしても、協力できる部分は協力していく。 

また、職員のストレスケアなどを通して家族様に、情報を提供できるようにしたい。 


